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＜過去の地震被害＞ ※国土交通省公表資料より
①令和６年能登半島地震
発生日時：令和６年１月１日 午後４時６分
最大震度：７（マグニチュード7.6）
最大断水戸数：約136,440戸
復旧：令和６年５月３１日に建物倒壊地域等を

除いて断水解消
最大92台/日程度の給水車が現地応急給水
活動を実施

②令和８年熊本地震
発生日時：令和８年７月２８日 午後４時２７分
最大震度：７（マグニチュード7.1）
最大断水戸数：約108,100戸
復旧状況：給水車最大188台による応急給水活動、

復旧班最大71班による復旧（8/11現在）

＜豊田市の南海トラフ巨大地震被害予測＞ ※令和８年６月公表
最大震度：６強、マグニチュード8.9（過去地震最大モデル）
最大断水戸数：直後約380,000人（全人口の約92％）約177,500戸

【出典：豊田市地震被害予測２０２６】



（参考）応急給水活動の過去実績
①令和８年熊本地震 最大断水戸数：約108,100戸
給水車 日最大188台（8/6）
8/10現在 断水34,038戸に対し、給水車171台（199世帯/台）で対応
②令和６年能登半島地震 最大断水戸数：約136,440戸
活動期間１月１日～５月３１日まで（151日間）
給水車 延べ6,800台 日最大92台（１台当たり対応世帯数不明）

③平成２８年熊本地震 最大断水戸数：約446,000戸
活動期間４月１６日～６月２２日まで（68日間）
給水車 延べ1,650台 日最大108台（１台当たり対応世帯数不明）

令和８年熊本地震では断水約200世帯に対し、給水車１台が対応
上記を豊田市の最大断水戸数にあてはめると給水車台数は最大約890台
愛知県内全体で同様に被害があると想定すると、給水車が圧倒的に不足！

【出典：日本水道協会】

【令和6年能登半島地震での応急給水活動の様子】



◆管路・施設の耐震化 ※令和８年度当初予算概要より抜粋
「上下水道耐震化プラン」により、上下水一体で管路や施設の耐震化を進めています。
（主な事業と予算額）
・重要給水施設管路の耐震化事業 3.3億円
・施設の耐震化事業 3.8億円 など

◆応急給水施設の拡充
１中学校区に1か所の応急給水施設の整備を進めます。
・飲料用循環式耐震性貯水槽の整備
・災害拠点給水施設の整備・改修

五ケ丘配水場、西中山送水場（令和8年度完成）

◆応急給水体制の整備
自助・共助による体制の整備を進めています。
👉自助・・・市民への飲料水備蓄の啓発
👉共助・・・地元自治区、関係団体と行政が一体で

応急給水が行えるよう覚書の締結、訓練の実施

＜管路の耐震化工事＞

＜災害拠点給水施設＞＜飲料用循環式耐震性貯水槽＞

＜令和7年度に実施した訓練の様子＞


